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山武地域の生育状況 

 4月下旬に移植した早生品種「ふさおとめ」「ふさこがね」は幼穂形成期を迎えていま

す。５月下旬以降気温が平年並に推移し、晴れた日が多かったため、生育量は平年並で

す。また、茎数が少ないほ場も見られますので、生育に応じた管理を行ってください。 

 

参考 生育調査ほの調査結果 （調査日 6 月１４日） 

品種 場所 年 移植日 葉令 草丈 
（cm） 

茎数 
（本/株） 

茎数 
（本

/m2） 

葉色 
SPAD 

葉色 
カラー 

スケール 

幼穂 

形成期 

ふさ 

おとめ 
山武市 

（白幡） 

29 4/26 10.7 41.0 25.9 608.7 39.7 4.9 (6/21) 

28 4/27 11.2 45.0 26.0 572.8 43.0 5.3 6/20 

平年値 4/28 10.2 48.2 28.6 490.2 41.5 5.2 6/18 

ふさ 

こがね 
山武市 

（成東） 

29 4/25 9.7 48.4 29.7 549.5 38.5 4.8 6/15 

28 5/1 10.1 45.0 29.0 543.9 38.3 4.7 6/18 

平年値 5/1 9.5 41.3 32.3 597.8 42.0 5.2 6/23 

コシ 

ヒカリ 

東金市 
（北之幸

谷） 

29 4/28 10.0 48.0 20.5 385.4 36.5 4.5 (6/24) 

28 4/25 9.9 56.0 39.0 698.1 39.5 4.9 6/24 

平年値 4/23 9.6 51.8 30.7 543.3 42.0 5.2 - 

コシ 

ヒカリ 
山武市 

（成東） 

29 4/25 9.0 49.7 31.0 573.5 34.6 4.3 (6/21) 

28 5/1 9.4 44.0 28.0 512.5 39.5 4.9 6/24 

平年値 5/1 9.1 42.8 29.9 553.2 40.9 5.1 - 

ふさの

もち 
山武市 

（成東） 

29 5/10 8.6 33.9 29.5 545.8 36.1 4.5 (6/24) 

28 5/11 8.4 40.0 29.0 529.1 39.5 4.9 6/30 

平年値 5/9 8.7 38.4 28.5 527.3 41.3 5.1 - 

平年値は過去１０年間（ふさのもちは７年間）の平均値。H29 年度の幼穂形成期（）は推定日。 

今年度からコシヒカリのほ場が東金市北之幸谷から東金市幸田に変更となりました。 

【飼料用米】 
品種 場所 年 移植日 草丈 

（cm） 

茎数 
（本/株） 

茎数 
（本

/m2） 

葉色 
SPAD 

葉色 
カラー 

スケール 

幼穂 

形成期 

アキヒカリ 山武市 29 4/26 51.0 42.9 675.6 40.8 5.1 6/13 

夢あおば 山武市 29 5/14 40.0 24.2 458.2 43.6 5.4 - 

飼料用米の受付は６月末日までです。 

 



 

 

 

次回の情報は 6 月２８日（水）に発行する予定です。 

 

  難防除雑草の生態と防除について 

 イモ（塊茎）を持つ雑草は、ダラダラと長期間にわたって発生するため、一発除草剤

だけでは防除しきれません。雑草の生態を知り、的確な除草剤を選択し、体系防除を

行う必要があります。また、塊茎の寿命は長いので、数年間継続して体系防除を行う

必要があります。 

 ○クログワイ 

 発生は５月上旬から 10 月下旬まで続きます。地下茎で増殖し、９月上旬から多数の

塊茎を形成します。ホタルイに似ていますが、塊茎の有無等で区別します。 

〔体系防除の例〕 

① 移植直後   ： サラブレッド KAI フロアブル、バッチリ１キロ粒剤 等 

② 移植２０日後～： ザーベックス SM 粒剤、アトトリ１キロ粒剤 等 

③ 幼穂形成期前（収穫５０日前まで）： バサグラン液剤 等 

④ 稲刈り後   ：早期の耕うんや非選択性除草剤で、塊茎の形成を抑える 

 ○コウキヤガラ 

 ３月中旬から発生し、代かき時には草丈２０ｃｍになる株も見られます。地下茎で増

殖し、７月初めから新しい塊茎を形成します。地上部は稲刈り時には枯死しています。 

〔体系防除の例〕 

① 代かき時 ：浅水で丁寧に代かきをし、発生株を埋没、枯死させる 

② 移植直後 ：サキドリ EW、トップガン GT１キロ粒剤５１ 等 

※ サキドリ EW を移植前に使用する場合は、河川等への流出を防ぐため、移植ま

で７日以上あけます。【農薬使用基準】 

③ 移植２０日後～：ワイドアタック SC、移植１５日後～：サンパンチ１キロ粒剤 等 

④ 幼穂形成期前（収穫５０日前まで）： バサグラン液剤 等 

 ○オモダカ 

 塊茎は大型で休眠性があり、地表下２０ｃｍの深さからも出芽します。発生は 5 月上

旬から始まり、代かき後３０日頃に最盛期となり、8 月上旬まで続きます。 

〔体系防除の例〕 

① 移植５日後～ ：エーワンフロアブル、ボデーガードプロフロアブル 等 

② 移植２０日後～：アトトリ１キロ粒剤、移植１５日後～：サンパンチ１キロ粒剤 等 

③ 幼穂形成期前（収穫５０日前まで）： バサグラン液剤 等剤 

④ 稲刈り後   ：早期の耕うんや非選択性除草剤で、塊茎の形成を抑える 
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